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赤カボチャ検査の様子

産地見学会

町
の
農
業
の
課
題

金
山
町
は
１
９
６
０
年
の
人
口
１

万
１
１
９
人
を
境
に
人
口
が
減
少
し

て
お
り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
の
住

民
基
本
台
帳
人
口
は
、
１
，
７
５
７

人
ま
で
減
少
し
、
そ
れ
に
伴
い
農
業

者
の
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
近
年
、
高
齢
化
等
に
よ
る

担
い
手
の
引
退
や
後
継
者
不
足
の
影

響
で
、
耕
作
を
放
棄
す
る
農
地
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
耕
作
の
継
続
が
厳

し
い
集
落
も
あ
り
、
今
後
の
農
地
の

一面に広がるアザキ大根

維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
耕
作
放
棄
地
に
な
る
と
草
木
が

繁
殖
し
、
森
林
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
地
と
し
て
の
活
用
が
難
し
く
な

り
、
再
生
す
る
に
は
多
額
の
費
用
と

労
力
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
鳥
獣
が
生
活
圏
に
さ
ら
に

入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
住
民
生
活
そ

の
も
の
が
脅
か
さ
れ
る
事
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
農
地
を
維
持
す
る
事

は
生
活
の
安
全
を
守
る
事
に
も
繋
が

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
農
地
と
人
の
資

源
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か

住
民
の
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
っ

て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
を
す
る
と
い
う
こ
と

町町
で

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
金
山
町
に
お
い
て
、
生
活
の
安
全
を
守
る

こ
と
に
繋
が
る
ひ
と
つ
で
あ
る
農
地
の
維
持
は
重
要
で
す
。
こ
こ
で
は
生

産
継
続
や
農
業
者
確
保
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
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農業人フェアで参加者と語り合います

先輩から就農希望者へ体験談を話します

町の特産品である赤カボチャの存在を守っていきましょう

町
で
は
、
農
地
を
維
持
す
る
取
組

み
と
し
て
、
国
の
直
接
支
払
交
付
金

制
度
の
活
用
や
町
の
農
業
用
機
械
の

購
入
費
用
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織

な
ど
の
担
い
手
を
支
え
、
農
業
の
生

産
基
盤
を
守
っ
て
い
く
取
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
農
業
を
継
続
し
て
い

く
上
で
特
産
農
産
物
生
産
振
興
補
助

に
よ
る
「
え
ご
ま
」「
赤
カ
ボ
チ
ャ
」

「
そ
ば
」
な
ど
町
な
ら
で
は
の
土
づ

く
り
の
支
援
や
鳥
獣
被
害
防
止
の
た

め
の
電
気
柵
購
入
補
助
は
生
産
を
継

続
す
る
た
め
の
大
事
な
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
な
ら
で
は
の

生
産
継
続
の
取
り
組
み

新
た
な
就
農
者
を
確
保
す
る
た
め

に
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、
新
規

就
農
者
や
移
住
者
を
募
る
催
し
に
参

加
し
、
情
報
発
信
や
特
産
品
を
宣
伝

す
る
こ
と
で
、
町
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
定
住
へ
結
び
つ
け
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
は
、
農

業
者
を
確
保
す
る
た
め
、
認
定
農
業

者
な
ど
大
規
模
農
家
や
兼
業
農
家
を

含
め
た
多
様
な
農
業
者
を
「
農
業
を

担
う
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

町
で
は
、
新
た
な
農
業
者
の
確
保
に

新
た
な
農
業
者
の

確
保
に
向
け
て

向
け
、
令
和
６
年
度
よ
り
、
定
年
や

退
職
を
き
っ
か
け
に
町
で
新
規
就
農

す
る
方
や
親
元
就
農
を
希
望
す
る
方

の
初
期
投
資
に
係
る
農
機
具
お
よ
び

設
備
購
入
を
支
援
す
る
制
度
を
開
始

し
ま
し
た
。

ま
た
、
農
作
業
を
行
う
こ
と
は
、

心
身
を
健
康
に
保
つ
一
つ
の
方
法
で

あ
り
、
生
き
が
い
を
見
出
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
農
業
者
は
、
非
農
業

者
に
比
べ
一
人
当
た
り
の
年
間
医
療

費
・
介
護
費
が
低
い
傾
向
が
あ
る
こ

と
を
農
水
省
が
公
表
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
は
、
生
活
圏
や
健
康
を

守
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
の
景
観
が

よ
く
な
れ
ば
、
住
み
や
す
い
住
環
境

の
形
成
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
み

ん
な
で
こ
れ
か
ら
の
金
山
の
農
業
を

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

農
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
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TOWN TOPICS
町の話題

５名の新入生を迎え
金山小学校入学式
４月８日に金山小学校で入学式が行わ

れ５名の新入生が入学しました。矢
や

部
べ

吉
よし

彦
ひこ

校長は「楽しく学校生活を送るため
に、お友達と仲良く過ごし元気に返事・
挨拶をしましょう。」と話しました。真
剣に話を聞いている新入生の姿がみら
れ、最後の写真撮影時は緊張が解けたの
か、ポーズもきめてくれました。 新しい学校生活に胸が高なります

緊張して入場する馬場くん

校長先生や来賓の方々の挨拶に「ありがとう
ございます。」と元気に返事をしており、テレ
ビの取材にもハキハキと答え、堂々としていま
した。

春の光を浴びて　最後の入学式
４月８日に横田小学校で統合前最後の入

学式が行われました。新入生は馬
ば

場
ば

蒼
そう

介
すけ

く
ん（越川）１名。在校生と手を繋ぎながら
の入場となりました。

仲良くポーズを決める横小生の皆さん

祝・百歳賀寿贈呈式
４月２３日に渡

わた

部
なべ

浩
こう

子
こ

さん（田沢）の百歳賀
寿贈呈式が行われ、町長から県知事と町長の賀
寿が贈呈されました。
健康の秘訣を伺うと「散歩をすることと好き

な食べ物を食べること。」と答えてくれました。
家族の方は「町の方が声をかけてくださり、そ
れに助けられ明るく生活ができている。」と町の
方々への感謝の言葉がありました。

山菜ときのこが好物です（前列中央）
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TOWN TOPICS
町の話題

きっぷを販売する大越さん

同じポーズで集合写真

かぼまると一緒に
入所おめでとうの会
４月３日に川口保育所で入所おめでと
うの会が行われました。新しく２名を迎
え、一緒に歌ったり踊ったり楽しい時間
になりました。サプライズで登場したか
ぼまるに少し驚きながらも全員でかぼま
る体操を踊り、和やかな雰囲気に包まれ
ました。

自覚と誇りを胸に
川口高校入学式
４月８日に川口高校において入学式が行われま
した。３２名の新入生に向けて校長式辞では「川
口高校の伝統は生徒の優しさがあって成り立って
います。困っている人がいたら声をかけて力にな
ってあげてください。」と述べられました。
また、新入生代表で藤

ふじ

井
い

脩
ゆう

生
き

さん（上横田）は
「支えてくれる方々への感謝の気持ちを忘れずに、
川口高校の生徒として自覚と誇りを持ち、それぞ
れの夢に向かって努力することを誓います。」と
力強く宣誓を行い、これからの新生活に期待をふ
くらませていました。

宣誓する藤井さん

きっぷの販売を開始しました
４月１日から会津川口駅において、只見線沿線の
普通乗車券と定期券、新幹線の自由席特急券、ホー
ムの入場券の販売を開始しました。ＪＲ路線内であ
れば全国の切符を購入することができます。売り上
げ、利用者数ともに増加傾向です。
主にきっぷ販売を担当している金山町観光物産協
会事務局員の大

おお

越
こし

智
とも

貴
き

さん（坂下）さんは「ロスタ
イムなく観光案内ができるようになったことが良か
った。駅は町の玄関口であり代表となる場所でもあ
るため、町に来て良かったと思ってもらえるような
駅にしていきたい。」と話していました。
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ハンセン病元患者のご家族へ
〜対象となる方々に「補償金」を支給します〜

○この補償金は、国が、誤った隔離政策により、元
患者のご家族の皆様に多大の苦痛と苦難を強いてき
たことを心からお詫びし、その精神的苦痛を慰謝す
るためのものです。
○請求に関する情報が、請求から受給まで、請求者
およびその指定する者以外に知られることが無いよ
うに配慮しています。
○秘密は守られますので、まずは、お電話でご相談
ください。
不安なお気持ちやご質問にも丁寧に答えます。

厚生労働省　補償金担当窓口

電話番号 03-3595-2262
受付時間　午前10時〜午後4時
（月曜日から金曜日。土日祝日、年末
年始を除く。）

請求期限は、令和6年
（2024年）11月21日まで

ハンセン病問題を正しく理解し、
偏見や差別のない社会の実現を目
指しましょう。

対

象

者

（ア）配偶者（事実婚も含む）
（イ）親、子
（ウ）親・子の配偶者及び
配偶者の親・子等

補償金額
180
万円

（エ）兄弟姉妹
（オ）祖父母・孫
（カ）祖父母・兄弟姉妹・
孫の配偶者及び配偶者の
祖父母・兄弟姉妹・孫等

（キ）曾祖父母、ひ孫、お
じ、おば、おい、めい

補償金額
130
万円

※�同居など一定の要件が必要な場合が
あります。

令和６年６月より入院時食事代の自己負担額が変わります
入院をしたときの食事代は１食あたり６４０円かかり、そのうちの一部が所得に応じ

て自己負担となっています。今般、物価高騰や人件費の上昇という状況を踏まえ、食事
代の改定が行われ入院患者の自己負担額が以下のように変更となります。

入院したときの食事代（１食あたりの標準負担額）

区　分 令和６年５月まで 令和６年６月より

一　般（下記以外の人） １食  ４６０円 １食　４９０円

住民税非課税世帯
低所得Ⅱ

過去１年間の入院が９０日以内 １食  ２１０円 １食　２３０円

過去１年間の入院が９１日以上 １食  １６０円 １食　１８０円

低所得Ⅰ １食  １００円 １食　１１０円

※�住民税非課税世帯、低所得Ⅱ・Ⅰの方は医療機関の窓口で「標準負担額減額認定証」
または「限度額適用・標準負担額減額認定証」の提示が必要です。国保、後期高齢者
医療の方は保健福祉課に申請してください。社会保険の方は、加入している保険にご
相談ください。

◎問い合わせ…保健係　☎５４－５１３５
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名 は「かねやま小学校
こう

」
統
と う

合
ご う

小
しょうがっこ

う

学校

令
れい

和
わ

７年
ねん

４月
がつ

に開
かい

校
こう

する小
しょう

学
がっ

校
こう

の名
めい

称
しょう

が「かねやま小
しょう

学
がっ

校
こう

」に決
き

まりました。

統
とうごうしょうがっこう

合小学校の名
めいしょう

称につ
いては、今

こ　とし

年１月
がつ

から２
月
がつ

にかけて広
こう ほ う し

報紙や町
まち

ホ
ームページなどにより広

ひろ

く募
ぼしゅう

集を行
おこな

ったところで
すが、その結

けっ　か

果１４１通
つう

の応
お う ぼ

募があり、４２種
しゅ

に
わたる名

めいしょう

称が寄
よ

せられま
した。
応
お う ぼ

募いただいた名
めいしょう

称を
もとに、金

かねやまちょうりつしょうがっこう

山町立小学校
統
とうごうじゅんびいいんかい

合準備委員会では３月
がつ

４日
か

と１９日
にち

の２回
かい

にわたって検
けん　とう

討が進
すす

められました。委
い

名
めい

称
しょう

応
おう

募
ぼ

数
すう

奥
おくあいづかねやましょうがっこう

会津金山小学校 4

かねやま小
しょうがっこう

学校 13

金
かねやましょうがっこう

山小学校 70

金
かねやまだいいちしょうがっこう

山第一小学校 2

金
かねやまよこたがくえんしょうがっこう

山横田学園小学校 2

金
かねやまよこたしょうがっこう

山横田小学校 3

金
かねよこしょうがっこう

横小学校 4

こぶしの里
さとしょうがっこう

小学校 2

やまなみ小
しょうがっこう

学校 2

雪
ゆきやましょうがっこう

山小学校 2

よこた小
しょうがっこう

学校 3

横
よこたしょうがっこう

田小学校 4

その他
ほか

30

合
ごう

計
けい

141

員
いん

からは様
さまざま

々な意
い け ん

見が出
だ

されましたが、「今
こんかい

回の小
しょう

学
がっこうとうごう

校統合は新
あたら

しい小
しょうがっこう

学校のスタートであり「金
かねやましょう

山小
学
がっこう

校」という名
な ま え

前は変
か

えたい。しかし応
おうぼじょうきょう

募状況をみ
ると最

もっと

も多
おお

い名
めいしょう

称は「金
かねやま

山小
しょうがっこう

学校」であり、その声
こえ

を無
む し

視することはできない。そこで、同
おな

じ音
おと

で表
ひょうき

記
の異

こと

なる「かねやま小
しょうがっこう

学校」としたい。ひらがな表
ひょう

記
き

にすることで、読
よ

み間
ま ち が

違いがない、イメージが柔
やわ

らかくなるなどのメリットが生
う

まれる」という形
かたち

で
まとまり、準

じゅんびいいんかい

備委員会の結
けつ　ろん

論としては「かねやま小
しょう

学
がっこう

校」という名
めいしょう

称で合
ご う い

意がなされました。
準
じゅんびいいんかい

備委員会での合
ご う い

意を踏
ふ

まえて、４月
がつ

２４日
か

に開
かい

催
さい

された町
まち ぎ か い

議会において条
じょうれい

例が改
かいせい

正され、統
とうごうしょうがっ

合小学
校
こう

の名
めいしょう

称は「かねやま小
しょうがっこう

学校」と決
けってい

定になりました。
校
こうめい

名が決
けってい

定したのを受
う

けて、準
じゅんびいいんかい

備委員会では今
こ ん ご

後、
校
こ う か

歌や校
こうしょう

章をどうするか、統
とう ご う ご

合後の学
がっこううんえい

校運営ビジョ
ンをどうするか、などについて検

けんとう

討を進
すす

めていくこ
とになります。

◎問
と

い合
あ

わせ…教
きょういくいいんんかい

育委員会　☎︎５４−５３６０

全
ぜんいんしゅうごう

員集合！（１月
がつ

１８日
にち

 スキー教
きょうしつ

室にて）

名 は「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま「かねやま小小小小小小学学学学学学学校校校校校
こう

」」」」名
めい

称
しょう

は「かねやま小
しょう

学
がっ

校
こう

」



Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ

保
健
福
祉

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ご
み
の
野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る

「
野
焼
き
」
は
火
災
の
原
因
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
悪
臭
や
有
害
物
質
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
で
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
）。

ま
た
、
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
利
用
し
て

表彰を受ける折笠さん表彰を受ける若林さん
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表

彰

令
和
６
年
度
金
山
町
消
防
団
春
季

検
閲
式
に
お
い
て
次
の
方
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

※
（

）
内
は
所
属
班
名

▼
功
労
章
〈
勤
続
25
年
以
上
〉

折お
り

笠か
さ

正た
だ

之ゆ
き

（
本
名
班
）

五ご

ノの

井い

浩ひ
ろ
し

（
本
名
班
）

消
防
団
員
表
彰

加か

藤と
う

廣ひ
ろ

治じ

（
川
口
）
さ
ん
が
金
山

町
長
か
ら
功
労
章
の
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

功
労
表
彰

前
大
塩
区
長
の
渡わ

た

部な
べ

宏ひ
ろ

昭あ
き

さ
ん
が

金
山
町
長
か
ら
善
行
章
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

渡
部
さ
ん
は
大
塩
区
長
と
し
て
４

年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰

滝た
き

沢ざ
わ

和か
ず

志し

（
田
沢
班
）

▼
精
勤
章
〈
勤
続
15
年
以
上
〉

長は

谷せ

川が
わ

兼け
ん

士じ

（
西
谷
班
）

小こ
ば
や
し林

荘し
ょ
う
じ樹
（
横
田
班
）

渡わ
た

部な
べ

康や
す

孝た
か

（
横
田
班
）

渡わ
た

部な
べ

貴た
か

裕ひ
ろ

（
横
田
班
）

菅か
ん

家け

工の
り

明あ
き

（
滝
沢
班
）

五い

が

ら

し

十
嵐

起た
か

華ゆ
き

（
橋
立
班
）

長は

谷せ

川が
わ

万ま

佐さ

三み

（
大
志
班
）

滝た
き

沢ざ
わ

成な
る

彦ひ
こ

（
中
川
上
田
班
）

星ほ
し　

　

浩こ
う

司じ

（
中
川
上
田
班
）

▼
永
年
勤
続
章
〈
勤
続
10
年
以
上
〉

目め

黒ぐ
ろ　

　

剛つ
よ
し

（
川
口
班
）

藤ふ
じ

井い

秀ひ
で

文ふ
み

（
上
横
田
班
）

齋さ
い

藤と
う　

　

輝あ
き
ら

（
越
川
班
）

中な
か

丸ま
る

正ま
さ

幸ゆ
き

（
大
志
班
）

大お
お

澤さ
わ　

　

敦あ
つ
し

（
中
川
上
田
班
）

▼
優
良
団
員
表
彰

長は

谷せ

川が
わ

誠ま
こ
と

（
川
口
班
）

滝た
き

沢ざ
わ

康や
す

成な
り

（
横
田
班
）

星ほ
し　

　

仁ひ
と

志し

（
大
塩
班
）

緑み
ど
り
か
わ川

茂し
げ

一か
ず

（
高
倉
班
）

▼
退
職
団
員
感
謝
状

栗く
り

城き

善よ
し

浩ひ
ろ

（
中
川
上
田
班
）

３
月
28
日
に
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
わ
れ
た
金
山
町
体
育
協
会
総

会
の
席
上
で
、
令
和
５
年
度
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

・
栗く

り

田た

𠮷よ
し

雄お

（
本
名
）

金
山
町
体
育
協
会
副
会
長【
９
年
】

金
山
町
体
育
協
会
監
事【
４
年
】

・
横よ

こ

田た

ミ
ヤ
子こ

（
横
田
）

金
山
町
体
育
協
会
表
彰

金
山
町
体
育
協
会
監
事
【
13
年
】

▼
優
秀
選
手
賞

・
菅か

ん

家け

靖せ
い

一い
ち

郎ろ
う

（
本
名
）

ふ
く
し
ま
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ

ェ
ス
タ
２
０
２
３
第
43
回
福
島
県

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
男
子

の
部

第
２
位

・
鈴す

ず

木き

康こ
う

介す
け

（
川
口
高
校
）

・
遠え

ん

藤ど
う

大だ
い

輝き

（
川
口
高
校
）

・
佐さ

藤と
う

美み

優ゆ

（
川
口
高
校
）

・
富と

み

田た

陽は
る

日か

（
川
口
高
校
）

▼
優
秀
団
体
賞

・
金
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
女
混
合
）

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
（
レ
デ
ィ
ー
ス
）

・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

か
ね
や
ま

▼
善
行
章
〈
勤
続
20
年
以
上
〉

若わ
か
ば
や
し林

博ひ
ろ

志し

（
川
口
班
）



飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
に
関
す
る
お
願
い

全
て
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
で
犬
の
登
録
と
予
防
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
は
飼
い
主
と
し
て
の
責

任
で
す
。
登
録
は
１
回
き
り
で
す
が
、

予
防
接
種
は
毎
年
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
年
１
回
の
予
防
接

種
を
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
登
録

が
必
要
で
す
。
住
所
変
更
や
飼
い

犬
が
死
亡
し
た
場
合
に
も
、
役
場

保
健
福
祉
課
ま
た
は
横
田
出
張
所

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

金
山
町
の
定
期
予
防
接
種
日
程

▼
日
時

５
月
22
日
（
水
）

▼
場
所

町
内
を
巡
回
し
ま
す
。

暮
ら
し

金
山
町
農
機
具
等

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

町
で
は
高
齢
等
を
理
由
に
離
農
さ

れ
る
方
が
所
有
す
る
農
機
具
等
を
、

町
内
の
農
家
や
法
人
が
再
利
用
で
き

る
【
金
山
町
農
機
具
等
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
】
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
家
に
使
っ
て
い
な
い
農
機
具
が

あ
る
か
ら
誰
か
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

「
少
し
修
理
が
必
要
だ
け
ど
ま
だ
使

え
る
」
な
ど
、
有
償
・
無
償
問
わ
ず

譲
渡
を
希
望
す
る
方
、「
機
械
の
更

新
を
検
討
し
て
い
る
け
ど
経
費
を
抑

え
た
い
」「
中
古
で
探
し
て
い
る
け

ど
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

譲
受
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は

個
別
に
通
知
し
ま
す
。

▼
料
金

•

登
録
犬

３
，
２
５
０
円

•

未
登
録
犬

６
，
２
５
０
円

未
登
録
の
方
は
詳
し
く
は
次
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
政
係

☎
54

－

５
３
２
１

も
、
野
焼
き
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
危
険
で
す
の
で
お
や

め
く
だ
さ
い
。

ご
み
と
資
源
を
分
別
し
、
家
庭
か

ら
出
る
ご
み
は
、
町
の
ご
み
収
集
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

会
津
坂
下
消
防
署
金
山
出
張
所

☎
55

－

３
１
０
０
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野
生
山
菜
の

販
売
・
提
供
に
注
意

山
菜
の
販
売
や
飲
食
施
設
で
提
供

す
る
際
に
は
、
生
産
者
登
録
を
し
た

方
が
採
取
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
済

み
の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
産
者
登
録
を
行
わ
な
い
場
合
、

山
菜
の
販
売
お
よ
び
提
供
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
主
要
な
野
生
山
菜
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
実
施
状
況

検
査
状
況

品

目

名

実
施
済
み

ふ
き
の
と
う
・
こ
ご
み

う
ど

（
令
和
６
年
４
月
22
日
時
点
）

※
こ
の
他
の
山
菜
は
４
月
22
日
現
在
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
っ
て
い

な
い
の
で
出
荷
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
金
山
町
産
の
「
こ
し
あ
ぶ
ら
」
は
、

国
か
ら
出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
た

め
販
売
等
で
き
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
林
業
係

☎
54

－

５
３
２
２

金
山
町
商
工
会
（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）
に
お
い
て
「
妖
精
の

里
商
品
券
」
の
発
売
が
始
ま
り
ま
し

た
。

▼
町
民
向
け
販
売

５
月
１
日
（
水
）
～

▼
購
入
限
度
額

１
冊
４
，
０
０
０
円
（
５
０
０
円

券
10
枚
綴
り
５
，
０
０
０
円
分
）

お
ひ
と
り
８
０
，
０
０
０
円
ま
で

▼
商
品
券
有
効
期
限

令
和
６
年
４
月
22
日
か
ら
令
和
６

年
９
月
30
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
…
金
山
町
商
工
会

☎
54

－

２
３
１
１

商
品
券
発
売
の
お
知
ら
せ



そ
の
他

本
名
御
神
楽
岳
の
山
開
き
を
行
い

ま
す
（
１
０
０
名
限
定
）。
雪
解
け

水
や
澄
ん
だ
湧
き
水
が
流
れ
る
霧
来

沢
の
清
流
の
音
を
聞
き
な
が
ら
新
緑

の
御
神
楽
岳
に
山
登
り
を
し
ま
せ
ん

か
？

▼
開
催
日

６
月
２
日
（
日
）

▼
集
合
場
所

役
場
前
駐
車
場

▼
集
合
時
間

午
前
６
時
50
分

※
登
山
口
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
役
場
前
に
車
を
置
き
無

料
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観

光
係

☎
54

－

５
３
２
７

６
月
２
日
（
日
）
か
ら
６
月
８
日

（
土
）
ま
で
「
次
世
代
へ

つ
な
ご

う
無
事
故
と

青
い
地ほ

球し

」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
危
険
物
安
全
週
間
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
ま
た
空
気
が
乾
燥
し
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
が
続
き
ま

す
の
で
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
だ
け

で
な
く
火
気
の
取
り
扱
い
に
も
十
分

注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

◎
問
い
合
わ
せ
…
会
津
坂
下
消
防
署

金
山
出
張
所

危
険
物
安
全
週
間

金
山
町
役
場
で
は
地
球
温
暖
化
対

策
お
よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
、

冷
房
の
適
温
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
職
員
の
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
を
推
奨
す
る

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

５
月
15
日
～
10
月
31
日

軽
装
で
皆
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
の
お
知
ら
せ
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こ
れ
か
ら
の
予
定

★
5
月
★

▼
13
日
（
月
）

•

全
会
津
中
体
連
陸
上
競
技
大
会

（
〜
15
日

金
山
中
）

•

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
会

▼
15
日
（
水
）

•

運
転
免
許
更
新

午
前
9
時
30
分
〜

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
16
日
（
木
）

•
�

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
審
判
員
認
定
講

習
会

▼
17
日
（
金
）

•

古
文
書
教
室

午
前
10
時
〜

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
18
日
（
土
）

•

地
区
合
同
運
動
会
（
金
山
小
）

▼
25
日
（
土
）

•

横
田
小
・
横
田
地
域
合
同
運
動
会

（
横
田
小
）

▼
28
日
（
火
）

•
�

川
口
・
沼
沢
公
民
館
共
催
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

★
6
月
★

▼
1
日
（
土
）

•

金
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▼
2
日
（
日
）

•

御
神
楽
岳
山
開
き

御
神
楽
岳
山
開
き
の
ご
案
内

人

事

福
島
県
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
監

視
員
に
山や

ま

口ぐ
ち

眞ま
さ

之ゆ
き

さ
ん
（
板
下
）
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
で
す
。

不
法
投
棄
監
視
員

金
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に

次
の
方
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
６
年
４
月
11
日
か
ら
４
年
間

で
す
。（
敬
称
略
）

▼
委
員
長

菅か
ん

家け

哲て
つ

夫お

（
本
名
）

▼
委
員
長
職
務
代
理
者

栗く
り

城き

英て
る

雄お

（
山
入
二
）

▼
委
員

⻆つ
の

田だ

二じ

郎ろ
う

（
玉
梨
）

若わ
か

林ば
や
し

八や

重え

子こ

（
川
口
）

選
挙
管
理
委
員
会

横
田
公
民
館
長
に
奥お

く

高た
か

伸の
ぶ

さ
ん

（
土
倉
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
で
す
。

横
田
公
民
館
長

本
名
公
民
館
長
に
長は

谷せ

川が
わ

幸さ
ち

雄お

さ

ん
（
橋
立
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
２

年
間
で
す
。

本
名
公
民
館
長



金山町の人口（ 4月24日現在）
世 帯 数� 1,004世帯（＋24）
人　　口� 1,768人　（＋24）
　 男 � 876人　（＋18）
　 女 � 892人　（＋６）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

3
月
16
日
～
4
月
15
日
集
計

⃝

寄
付
件
数

67
件

⃝

寄
付
金
額

七
十
五
万
五
千
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

三
島
町

滝
谷
建
設
工
業
株
式
会
社五

百
万
円

⃝

金
山
町
大
字
川
口

加か

藤と
う

廣ひ
ろ

治じ

さ
ん

百
万
円

ご
寄
付
は
、
町
内
二
つ
の
小
学
校

が
統
合
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
祝
し

学
校
運
営
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一
般
寄
付

今月の納税
⃝固定資産税 第１期・全期
⃝国民健康保険税 第１期
⃝介護保険料 第１期
⃝水道使用料 ５月分

納税期限は
5月３1日
納め忘れにご注意ください

あの人この人
４月24日現在届出（敬称略）

　『広報かねやま』への記載に同意して
いただいた方のみ掲載しております。

霊よ安らかに

栗　田　富　一（９０歳）板　下

五ノ井　ヨシノ（９４歳）本　名

11 広報かねやま　６. ５. ９

自家消費用食品等の放射性
物質簡易測定の結果について

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値
を表示しています。
（測定年月日 令和６年４月１日～令和６年４月24日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの
基準値は１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を
役場で行っています。
◎問い合わせ…
　保健係　☎５４－５１３５

（自家消費用食品について）
　林業係　☎５４－５３２２

（販売用食品について）　　

品　　名 測定件数 未検出数
セシウム

（134＋137合計値）
地下水 3 3 ND
焼却灰 2 0 327～446.1



かねやまの支え 愛

ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

かねやまの支え

ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

愛

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

方
が
築
い
た
町
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
、
交
通
事
故
や
詐

欺
の
防
犯
に
努
め
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
町
で
の

呼
び
か
け
や
巡
回
に
力
を
入
れ
、

早
く
自
分
の
顔
と
名
前
を
覚
え

て
い
た
だ
き
、
町
民
の
方
々
に

頼
ら
れ
る
存
在
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
地
域

全
体
を
巡
回
す
る
予
定
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
方
々
へ

近
年
詐
欺
被
害
が
増
加
し
て

お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

手
渡
し
で
求
め
て
く
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
電
話
で
「
あ
な
た

の
情
報
が
流
出
し
て
い
ま
す
」

な
ど
と
話
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
求
め
来
訪
し
て
く
る
ケ

ー
ス
は
絶
対
に
な
い
の
で
、
す

ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

加
え
て
、
交
通
事
故
や
詐
欺

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

ぜ
ひ
些
細
な
こ
と
で
も
相
談
し

て
い
た
だ
き
、
駐
在
所
に
も
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
己
紹
介

４
月
に
着
任
し
ま
し
た
金
山

出
張
所
の
髙
野
哲
平
で
す
。
出

身
は
郡
山
市
で
す
。
初
め
て
勤

務
し
た
の
が
会
津
坂
下
警
察
署

で
、
10
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
こ
ら

れ
た
こ
と
、
嬉
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

金
山
町
の
よ
う
な
自
然
豊
か

な
場
所
に
来
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

今
後
の
抱
負

金
山
町
で
勤
務
し
た
諸
先
輩

会
津
坂
下
警
察
署

金
山
出
張
所

巡
査
部
長

髙た
か

野の

哲て
っ

平ぺ
い

さ
ん
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▼注意事項
希望調査の結果をもとに個人の受付日時などを町で設定し、後日お知らせします。
今年から、問診などの記入の必要がない「受診カード」を配布します。受診カードは、検診日当日

に忘れずに持参してください。問診は検診会場で行います。
【総合健診・がん検診の日程】

日程 会場 対象地区
７月　８日（月）

大塩体育館 横田、上横田、土倉、西部、大塩、滝沢、田沢、山入一、山入
二、越川７月　９日（火）

７月１０日（水）
町民体育館

川口、小栗山、八町、玉梨、西谷、本名、橋立、大志、板下、宮崎、
上田、水沼、上大牧、下大牧、高倉、大栗山、福沢、三更、沼
沢、太郎布

７月１１日（木）
７月１２日（金）
※後日、詳しい案内や検査用品を、区長様を通じて配布します。
※健康診査の希望がない方には、検尿容器は配布しません。
※�喀痰検診は、過去の喫煙量などをもとに受診対象を決定します。希望されない方でも容器を配布す
る場合がありますので、ご了承ください（実際に受診するかは任意です）。

【婦人科検診の日程】

子宮がん・骨粗しょう症
検診（集団検診）

５月３１日（金）　午後：大塩体育館
６月２１日（金）　午後：町民体育館
※子宮がんの施設検診を希望された方には、別にお知らせします。

乳がん検診（集団検診） ９月１８日（水）　午前：大塩体育館　
９月１９日（木）　全日：町民体育館

※後日、希望者に詳しい案内を送ります。 ◎問い合わせ…保健係　☎５４－５１３５

健診のお知らせ 今年の総合健診、婦人科健診は次の日程表のとおり実施します。




